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32 野中健一・小野映介・夏原和美・村山伸子「自然を取り込む− 日記法によるラオス３ 

  地域の野生食物摂取の比較-」佐藤廉也・池口明子編『資源と生業の地理学』海青社  

 2014 61-81 頁 

33 野中健一「食文化としての昆虫食」三橋淳・小西正泰編『文化昆虫学事始め』創森社  
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３ 野中健一「中部地方におけるクロスズメバチ食慣行とその地域差」人文地理 41-3  

  1989 82-96頁(査読付) 
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列島の文化史 ８ 1992 77-104頁(査読付) 
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17 野中健一・中川裕 「グイ・ガナ＝ブッシュマンの生活に見られる人間と昆虫との関 
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18 NONAKA, K. Ethnoentomology of the Central Kalahari San. African Study Mono-  
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19 野中健一「中央カラハリ砂漠のグイ・ガナ＝ブッシュマンの食生活における昆虫食の 
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（三重大学人文学部）16 1999 191-211頁 

25 野中健一「闘うカブトムシ－北タイのカブトムシ・レスリング」インセクタリゥム 
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研究総論－」人文社会教育研究（三重大学人文学部）３ 2002（インターネット版） 
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46 野中健一・柳原望「わくわく生き物地理学」 地理 50-6 2005 14-16頁 
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